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m しの内政tｷにおけゐ化俘的廓ﾋ｣と孝表性のヽな化 一 水分泊性の影箸

(鋭気短尺，* 弟大濃研 り　○岡 本ヽ 巴恵 子ブ 林 力 れ

日的　 フソパワ喩，糖 および晦駒を名む食晶を貯戴すると，ズィラード 反応や吻 剛 胆緻

化靭 の反応のにめら ヂ ノ/ヽぐワ働構藻 アミ ノ酸残基力唯 漸 さ札 剌 恥生の面千1よ･ヤ りて略

く漸 漸物 質し生応すゐことりヽ` ･知 られていろ・本 報色てli, 紬粋々 力七`’／fソてCAS  ）を対 照

に用い，有児w 刎iバmp ）, スキムミ,レ7  （5KM ）乞長 時闇瘤ﾏ のか

蔵し, 7 ンパワ質旅成マミ ノ醸 ，消化性，プフゼ イソ漸乳性v どのf.化 を検討しに。

方出CAS;       5＼《M,  剛P を30 °Cあ飢 嘔40 °Cのも とで，種 ４のAy,　( 0. 20～∂,8∂）下に
／ヶ月間貯歳し た。予の後乾 燥し，測 定試料ヒした・アミ ノ細 郎V/ 加 庫水解（ い/ バ/6

o, 24fU' ）/てよ') ，肩効性リジ ソはニソヒド リソ法によ/し またメ十 オニソスノレあキシド`

（Met･O 川 よパラｈﾚ Σ ンス1レホン嫡 水解伍によ/)求荊た。ﾀ削ﾋ 率はペプシソ，キモトリ

プ シソ，ト リフ°-／ソを困いてしらべ`から 囮 し性はキモソソを用いるフロッティ ング法で測
丸しに 。

結果 呻 肺] 剣 じiぷCAS  てi 極 めて少い が ，s ＼《M, MMP でitA､ 。t)-"而いり 奮 励 ゛･汁

らが，勿m 生叫 咸ｳヽ しに。有効 性りジソは低濡 隻C ん ≫o.4O  ) のとｊ でしヽ ，5KM ，MMP

ともにぶ)?'も戚 々しre.  回 転 剰 牛で，いず糾 りヲソ/竹 質でもﾒ'士 オユソか漱 外資ｹ し，

Met. ｏ を生威しrこ，A*/ 力啼 く硲`ろほ ど` MMP のド ノフツ ン消ずと率は鳥 しく滅ツし ていた

が,  旅M の場合は，
状態で保吽すると，

みられμ.
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叱の他のr 口于T ーゼによろ湘t 申七滅少していre。ま/-ﾒ 。,の各lい

冽くM，Mゆ ともにキモシンによろ瀦拓性（7 ロヽｿ子イン7") の面下叩

ラ-1トの成長と嗜好i(及,rす群盾飼育の影響

神戸々 大零政　ﾉ)源 廓大

目的　 ラ､ツト-E 用いて震験t 行なう際、飼肴蓄のスーヽ f－ス等の問題から1 ゲージあにり

数E£の群届飼養t ・* ことが層々h る。癖 馮銅養の動物に及ぼす影響について調べヽた研呪

はヶないび、咸長が柳久られ*, ＼:苓に、副腎肥欠、ま殖繊能貧退などが名幻れている。本

煮験は、こヽKうのゑt 貨認万々と荻に、こうし尺素碑下It % 味物質t  ;^*ﾛし孜飼料? 給餌

・* こと が`ど ゔ影響ずる力ヽ  ̂兌々為＼刻和ぶっre。

ﾗr漓　5 週々ヽ雄性Spr・､9ae-Da､～|り 弓ツヽトt  2o%X 豆を白飼料（ 基礎飼料 ）て･-t週間予備

飼膏し欠の*) 2 週間の試験飼 養t 行なっ化。試験群ば、各群/ぎ匹viな% よう1  ゲ-  ジ（26

× 38 >り8  cm ）あreりの飼費匹敷-H K 、3  または5  とし、基建飼料に壁味物質（ 惨､添加,   1
%  仰レタミン酸ナトリウム（M  S ^ ）まrcぼ0､04 % 疏稼ギニー午 ）t 添ｶ したt の^ 剱み

合せた。味覚感度t 上＼fる～的で 笙味物質添加飼料給餌の闇 に溥､添加飼料給餌到

K  しfc。試験期問中の増俸量、飼料勧申 およ･&--'食下量を比較しre. 試 飼貧前後に、佩添

加、Ｉ xnsGi および0､04 % 硫醵キニ-■ ネ添加飼料闇の2吽蒔間の還択試験を行なった。試

験終z 後、副腎重量t 測定しﾐ 。給餌器、飲i^瓶は毎日新鮮なものと交換しre.

銘菓　増体量および飼料勧率･- 固別飼青の方が群居飼膏よりも良ヵヽ つた。呈味物臓の廬

いによるな化ば認めうれなかっre 。食下号：を群聞 てヽヽ余り幕が認めうれなかっfc。選択試

験：を鮮載fi £ <t添加飼料に高iい嗜好性をホし、芦添加およ ひヽヽ蔵酸キニーネ揉ヵD飼料は余

り食ぺヽなヵヽ つfC，この傾向は個別飼背で羞しく群居飼肴ではM  s (Tに討・ ゐ嗜･好蜘 寸減少

し化。副腎重量:  個別飼背の方 がヽ群慧飼貪よりも大き力ヽつre.


